





































































































































からない点」を明確にすることが必要である［犬塚 2003, p.144, 149］。


























という、理由に触れている説明が少なかった。例えば 2x2 － xy － y2 － 7x＋y＋６の因数分
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「因数定理より」と一言で済ませるものもあったが、「因数定理を使うために、xに代入する




















































































































指導の枠組みのことであり ［市川 1989］、相互説明法はその枠組みの中での指導法の１つである 
［清河・犬塚 2003］。認知カウンセリングには、カウンセラー側が生徒らに働きかける技法とし

























たとき、統計検定量FmaxがFmax ≧ 1.88であれば棄却される。今回はFmax ＝ 1.497であったため棄却
されない。つまり分散は等質であることがわかった。
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資料
　ゴシック体になっているものは原文のままである。
■ガイダンス配布資料（抜粋）
（1）説明するために心がけること
　・定義や定理をきちんと理解する。
　・分からない問題でも、テキストを参考にしたり、教員に質問して説明を考えてください。このと
き、自分にどの知識が不足していたのか、その知識をどこからとってきたかをワークシートに記
入してください。
　・説明は自分の言葉（口語体でも良い）でできるようにしてください。ただし、テキストどおりの
説明は避けてください。
　・説明は台本通りにすることが望ましいですが、アドリブを入れてもよいです。また、生徒役から
指摘や質問された場合には、説明を変えても構いません。（ワークシートに記入してください）
　・なぜこのような手順で進めるのか（公式の利用、式変形）を意識して説明してください。
　・自分なりにコツなどを見つけたら、それも積極的に説明してください。
(2)　説明を受ける側の心構え
　・当然、誠意をもって説明を聞いてください。
　・相手の説明でわからない点、内容の理解が曖昧な点があれば、恥ずかしがらずに説明を求めてく
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ださい。ただし、質問の内容が具体的になるようにしてください。
　・質問だけではなく、もっと良い解法などがあれば、アドバイスしてくれても構いません。
■実施後アンケート　次の各質問について、自由記述で答えてください。
　・相互説明演習をすることで、メリットと感じられた部分があれば、その理由とともに書いてくだ
さい。
　・相互説明演習のやり方について、もっとこのようにした方がよいというところがあれば、その理
由とともに書いてください。
　・その他感想があれば書いてください。
